
 

AI を用いた需要予測プロセスと、データ構造に応じた手法選定を解説します。予測結果を在庫管理や生産計画へ具体的に反映させ、収益
向上に直結する最適化手法を習得。Python in Excel を用いた演習を通じ、製造現場の課題解決に活用できる実践⼒を養います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

形式︓オンラインセミナー（Live 配信） 補⾜︓ Live 配信に加え【⾒逃し配信】も実施します。当日の受講が難しい場合は⾒逃し配信を
ご視聴ください（配信期間は 10 日間程度） 

ジャンル︓汎用スキル（QC，ものづくり，ビジネス） 講習会コード︓ t d s 2 0 2 6 0 7 2 3 a1  

講 師︓(株)ＭＥマネジメントサービス 顧問 経営コンサルタント 技術士(経営工学) 小川 正樹 氏 

AI を用いた需要予測に基づく、在庫管理・生産計画の最適化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．需要予測に AI を適用 
① AI を用いた需要予測のプロセスと KPI 
② AI の学習に必要なデータとデータ分析のポイント 
③ 時系列データに対応する需要予測モデル/手法 
④ クロスセッションデータに対応する需要予測モデル/手法 
⑤ パネルデータに対応する需要予測モデル/手法 
⑥ 需要予測モデル/手法の比較・評価と KPI 
⑦ 予測結果活用と利用者連携のポイント 
⑧ 食品工場の需要予測事例 
■演習:時系列モデルの需要予測 

2．需要予測を活用した在庫管理のポイント 
① 生産方式の特徴と在庫管理の基礎知識 
② 発注量を変動させる定期発注方式の在庫低減ポイント 
③ 需要予測の変動に対応する安全在庫を設定 
④ 需要予測と安全在庫から最大需要を設定 
■演習:需要予測データから安全在庫の設定 
⑤ 発注量を固定する定量発注方式による在庫低減ポイント 
⑥ 発注費用と在庫費用を加味してコスト的にメリットのある 

発注量を設定 
⑦ 需要予測データから発注点を変動させる変動発注点を 

設定 
■演習:経済発注量の設定 

3．需要予測データを活用した生産計画⽴案のポイント 
① 生産計画によるコストダウンと在庫活用 
② 需要予測データから仕事量を⾒える化 
③ 仕事量に応じた能⼒を準備 
④ 生産計画とコスト的にメリットのある負荷調整 
⑤ ネック工程を活用する生産計画の⽴て方 
⑥ 生産のボトルネック特定と対策 
⑦ 需要予測データをもとに最適な意思決定を下す 

数理最適化 
⑧ 数理最適化で最適な生産計画を⾃動作成 
■演習:生産計画の⽴案 

【修得知識】 
① 需要予測に必要なデータの構造が明確になります。 
② データ構造に対応した需要予測手法が選定できます。 
③ 需要予測の変動に対応した安全在庫、最大在庫が設定できます。 
④ 需要予測に基づく生産計画の⽴案と収益に結びつく生産計画の作り方が習得できます。 

【講演概要】 
 AI は、過去のデータから規則性を独⾃で学習し“この後どうなるか”予測することができます。AI を用いた需要予測 AI を⾃社で
構築するには、需要予測に必要なデータの種類と分析、データに対応した需要予測モデル/手法(アルゴリズム)の選定が必要で
す。また、需要予測結果をどのように活用し、会社の業績を向上させるかも事前に検討する必要があります。 

本講座では、⾃社に適した AI 需要予測モデル/手法(アルゴリズム)の選定ポイントと需要予測を基にした在庫管理・生産計
画の最適化手法を紹介します。在庫管理では、需要予測の変動に対応する安全在庫の設定による在庫低減や定期発注方
式・定量発注方式の改善ポイントを紹介します。生産計画では、収益が向上する生産計画の作り方、ボトルネックの解消や生産
リソースの有効活用を実現する方法についても解説します。 

また、Python in Excel による需要予測、安全在庫や経済発注量の設定、コスト的にメリットのある生産計画⽴案、などを講
師が提供する Excel シートで体験して頂きます。Excel(Windows 版 Microsoft 365 Personal)が利用できるパソコンをご
準備ください。 

●日 程 2026 年 7 月 23 日（木） 13︓00 〜17︓00  
●受講料  36,300 円（税込）  ※6/12 までのお申込で 29,040 円（2 割引） となります 
 

1978 年に大手工作機械メーカーへ入社。日本能率協会コンサルティングを経て、1986 年に株式会社 ME マネジメン
トサービスへ入職し、取締役や代表取締役を歴任、現在は顧問を務める。明治大学での特任教授や中小企業基盤整
備機構の経営支援アドバイザーなども歴任。原価管理や生産・物流システム、VE・IE 等の手法を駆使し、開発・設計か
ら製造までの領域で総合的なコストダウンを展開。企業の業績を改革するコンサルティングを主軸とし、公開セミナーや社
内教育も精⼒的に⾏う傍ら、『絵でみる原価計算のしくみ』など多数の著書を執筆している。 

【備考】 
✓ Excel(Windows 版 Microsoft 365 Personal)が
利用できるパソコンをご準備ください。 
✓ セミナーに出てくるキーワードなどが記載されている予習資
料、演習で使用する Excel は事前配布します。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

お申込について 
① 以下のいずれかの方法でお申込みください 
 
 
 
 
 
 
 
 
② お申込受付後、受付完了のご連絡（メールまたはお電話）をいたします 
③ 請求書等をお送りいたします 
＜注意＞ 
① お申込後１週間たっても受付完了の連絡がなかった場合は、お手数ですが、弊社までご連絡ください 
② 開催日の 7 日前以内のキャンセルはお受け致しかねます。必要に応じ代理の方のご出席をお願いいたします 
 
お⽀払について 
＜期日＞ 
受講料は講習会開催日の翌月末日までにお支払いください 
※期日までに間に合わない場合は、対応いたしますのでご⼀報ください 
＜⽅法＞ 
①銀⾏振込（振込手数料は御社にてご負担願います）  
②クレジットカード（支払方法はメールでご案内します） 

 

主 催 
申込・問合先 

名 称 株式会社テックデザイン（ http://www.tech-d.jp/ ） 
住 所 〒102-0072 東京都千代⽥区飯⽥橋 1-12-15 九段大和ビル 3 階 
電 話 03-6261-7920 FAX 03-6261-7924 

E-mail entry@tech-d.jp （申込） /  info@tech-d.jp （問合） 
 

【お振込先】 
振込先銀⾏ 三井住友銀⾏ 

⽀店 多摩センター支店（909） 
⼝座番号 (普) ０９７３５２２ 

名義 株式会社テックデザイン 

A FAX  上記に必要事項をご記入の上、送信ください 

B E-mail 
送信先︓entry@tech-d.jp 
メール本⽂に＜①【申込講座】 ②【会社名】 ③【所在地】 ④【⽒名】 ⑤【所属】 ⑥【Email】 ⑦【TEL】 
⑧【支払方法】、⑨【支払予定日】＞をご記入の上、ご送信ください 

C Web https://tech-d.jp/ の各講座のページからお申込みください 

 

＜お申込要項＞ 
下記に必要事項をご記⼊の上、FAX にてお申込みください （※は必須です） 

申込講座 2026/7/23 AI を用いた需要予測に基づく、在庫管理・生産計画の最適化 

申込プラン 

＜セミナーにお申込の場合＞ 
複数の申込プランがある講座については、申込プランの番号
をお知らせください。 

＜オンデマンド講座にお申込の場合＞ 
受講開始日は毎月の第 2 月曜日と第 4 月曜日となりま
す。ご希望日をご記入ください。 
※申込期限は視聴開始日の 1 週間前となります。 

申込プラン︓  受講開始日︓         ⽉ の 第          ⽉曜日 

会社名※  

所在地※ 

（請求書等の送付先） 

〒 

参加者① 

氏名※  TEL※  

所属※ 
 FAX  

役職  
Email※  @  
会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

⽀払⽅法※ □ 銀⾏振込（紙請求書） □ 銀⾏振込（PDF 請求書） □ カード⽀払い  □ 未定のため後日連絡する 

⽀払予定日※ □［    ］⽉［    ］日ごろを予定している    □未定のため後日連絡する 

備考※ 
 

※【個⼈情報の取扱いについて】 ご記入された個⼈情報については、当社規定の「個⼈情報の取扱い」に基づき、適切に管理・運 
用いたします（詳細 https://www.tech-d.jp/privacy/apply̲privacy.pdf ）。 

 

FAX 
03-6261-7924 

 


